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 ５月４日に行った１０回目の「北陽中運動会」。以前からお知らせしていたとおり、１０年目を記念し

て、恒例の人文字をドローンで撮影しました。生徒は「ＨＯＫＵＹＯ」の部分だけで精一杯の人数です

が、学校の呼びかけに応えてくれた保護者や地域の皆様、北陽中ＯＢ・ＯＧの皆様が、「１０ｔｈ」とセ

ンターラインを見事に作ってくださり、記念にふさわしい素敵な写真が撮れました。 

 嬉しかったのは「もし以前の北陽応援タオルがあったら、持ってきてください。」と

いうお願いをしたところ、多くの皆様がお持ちになって来てくれたこと。１０年間、北

陽中が地域の皆様に支えられ、大事にされてきたことを実感し、胸が熱くなりました。 

撮影してくださった地元釈迦内の株式会社スリー様、参加してくださった保護者や

地域の皆様、本当にありがとうございました。         ★撮影動画のサイトへ→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育目標】心打つ振舞いで、自他への思いやりと幸せを芽ぐむ生徒の育成 
北陽中ホームページ 

どの競技でも、入学して１か月ちょっとでクラスが団結してがんばっていてすごいと思いました。（１年） 

クラス一丸となっている姿に毎年感動しています。自分の子供が北陽中生であることが誇らしいです！（２年） 

家では見たことがない一生懸命な姿に安心と感動でした。仲間を当たり前に応援するのが素敵です！（３年） 
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 ４月２４日に体育館で行われた生徒総会。冒頭で、生徒会

長の畠澤恭太朗さんが声高らかにこう宣言しました。総会

では、執行部や専門委員長が提案した活動案の審議や、全校

討議「これからの北陽中生が目指すべき姿」などについて、

活発な話合いが展開されました。北陽中の伝統的議論スタ

イル「全員挙手から始める話合い」は、２・３年生はもちろ

んのこと、１年生も先輩に負けじと挙手・発言する場面があ

り、頼もしく思いました。 

 本校の教育目標に「自他への思いやりと幸せを芽ぐむ～」

という一節があります。生徒総会での北陽中生の振舞いは、「みんなで幸せになる」教育目標にかなうも

のでした。１０年目の北陽中も、きっといい学校になる、そう思える生徒総会でした。 

 
◆６月の行事予定◆ 

２日（日） 

３日（月） 

 

４日（火） 

５日（水） 

６日（木） 

７日（金） 

８日（土） 

 

12 日（水） 

13 日（木） 

15 日（土） 

 

19 日（水） 

 

21 日（金） 

 

 

22 日（土） 

24 日（月） 

25 日（火） 

27 日（木） 

28 日（金） 

市春季水泳大会（花岡） 

部活動強調期間～6/14 

登校指導 

英検ＩＢＡ 

花壇作業 

あいさつ運動 尿検査（最終） 

３年実力テストⅠ 

大館地区吹奏楽祭 

（ほくしか鹿鳴ホール） 

大北総体激励会 

１年耳鼻科検診 

大北総体～6/16 

＊振休 6/17～6/18 

スクールカウンセラー来校日 

時間割Ⅱ開始 

１学期ＰＴＡ 高校学習会 

学校報発行日 

部活動テスト休み～6/28 

吹奏楽合評会 

５時間授業（職員研修会） 

各委員会 

眼科検診 

定期テストⅠ 

・最新の予定は、学年通信等でご確認ください。 

 

6/15（土）～16（日） 

がんばれ！大北総体 
野球（田代球場）  

陸上競技（長根山競技場） 

水泳（花岡総合プール） 

バスケット（タクミアリーナ） 

テニス（男：田代 女：北部シルバーエリア） 

卓球（グリアス田代） 

◆この２日間は全員出校日です。上記の部以外の生徒

は、原則として応援か学校での自習となります。 

6/21（金）１学期ＰＴＡ 

１４：１５～１６：１５（予定） 

○６校時  

１年生   授業参観 

２・３年生 高校学習会 

○放課後 学年ＰＴＡ（座談会） 

詳細は、後日出席確認のおたよりを配付しま

すので、そちらでご確認ください。多数のご参加

をお待ちしております。 

今年度の生徒会テーマは、「瞬
しゅん

花
か

紬
しゅう

党
とう

」です。 

 このテーマには、今までの先輩たちが築き上げてきた伝統を受け継

ぐことはもちろん、さらに一人一人が「一瞬」を大切にして自分のも

つ「個性（花）」を発揮し、「仲間と共に目標に向かって（党）」全力で

取り組んで、開校１０年目の北陽中学校を「より輝かしいもの（紬）」

にしていこう、という意味が込められています。 


